
令
和
６
年
度
部
紹
介

令
和
６
年
度
部
紹
介

４
月
17

日
に
生
徒
会
主
催

で
部
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
部
、
同
好
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
魅
力
や
練
習
内
容

な
ど
を
紹
介
し
、
生
徒
に
向
け

て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

宮
古
工
業
の
生
と
の
皆
さ
ん
、

限
ら
れ
た
高
校
生
活
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
部
活

動
に
励
ん
で
み
る
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

各
部
の
魅
力
を
発
信
！

各
部
の
活
動
・
魅
力
を
発
信

各
部
の
活
動
・
魅
力
を
発
信

部活動通信 第１号 (2024年５月１９日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

<

感
謝
！>

活
動
の
様
子
は
写
真
同
好
会
よ
り
写
真
を
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

No. 部活動名

1 男子バスケットボール部 ○濱川　匡 下田　泰志 安座間　工

2 男子バドミントン部 ○金城　正知 比嘉　勇気 下里　幸司

3 女子バドミントン部 ○長峯　あやの 池原　圭之介 下里　幸司

4 野球部

5 ボクシング部 ○上原　大実 前泊　究治

6 柔道部 ○天久　功一

7 ウエイトリフティング部 ○大城　隆三 伊志嶺　仁子

8 陸上部 ○伊波　絹子 比嘉　美緒野 砂川　光

9 自転車競技同好会 ○永井　賢 屋良　朝之

10
男子バレーボール同好会

（休部中）
○平良　樹 前泊　究治

11
男子ハンドボール同好会

（休部中）

12
ものづくり部

（主は専科職員）※職種あり

13 自動車整備部（主は専科職員） ○屋良　朝之 永井　賢 島袋　善之

14 マイコンカー部（主は専科職員） ○具志堅　良彦 上原　英之 具志堅　忠

15 軽音楽同好会 ○芳山　忠輝 伊志嶺　仁子

16 eスポーツ同好会（主は専科職員） ○渡嘉敷　真哉 與那覇　匠

17
写真・映像同好会

（休部中）
○與那覇　丈仁 盛山　紀美

18
茶道同好会
（休部中）

○座間味　聡子 平良　博子 根路銘　国球

19 家庭クラブ（主は専科職員）

20 ゲーム制作同好会 ○渡嘉敷　真哉

令和６年度　部活動顧問割り振り

顧問名

○新川　将太　　　島袋　善之　　　奥　達規　　　比嘉　勇気

島袋　善之　　屋良　朝之　　安座間　工　　奥　達規
永井　賢　　銘苅　斉　　桃宇　大志　　玉城　英之

上原　大実　　比嘉　勇気　　比嘉　美緒野　　濱川　匡
前泊　究治　　與那覇　匠　　具志堅　良彦　　上原　英之

渡嘉敷　真哉　　下田　泰志　　安間　亘

○平良　博子　　座間味　聡子　　砂川　直美
根路銘　国球　　髙橋　直美

ほとんどが｢ポジション・ピッチャー」の野球部

バドミントン（女子） バドミントン（男子）

ものづくり

自動車整備

昨年度九州大会・全国大会出場実績あり！

マイコンカー

軽音楽 家庭クラブ eスポーツ

ウエイトリフティング 柔道 ボクシング陸上

バスケットボール 生徒会執行部

THE青春！THE青春！THE青春！

活動の様子
・ウエイトリフティング部
・バドミントン（男女）

部員争奪(？)３P勝負を制した
のは・・・ ⇒



夏
季
総
体

夏
季
総
体

４
月
28

日
に
島
内
各
地
で

行
わ
れ
た
宮
古
地
区
改
装
号
体

育
大
会
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

島
内
３
校
が
全
校
応
援
を
実
施

し
、
ど
の
競
技
会
場
で
も
仲
間

に
声
援
を
送
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
５
月
に
県
内
各
地
で
行

わ
れ
る
県
総
合
体
育
大
会
に
向

け
て
成
果
と
課
題
を
見
い
だ
せ

た
有
意
義
な
大
会
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
総

体
で
の
各
部
の
頑
張
り
に
も
期

待
で
す
！

昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り

全
校
応
援
を
受
け
て
！

全
校
応
援
を
受
け
て
！

宮古工業高校 部活動通信 第２号 (2024年６月１８日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

ポジション・ピッチャー」の野球部

宮古地区宮古地区宮古地区



工
業
生
の
活
躍

工
業
生
の
活
躍

他
種
目
に
先
が
け
、
宮
古
総
合
実
業
高
校
を
開
催
地
に
先
行
開
催

と
な
っ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
。
本
校
か
ら
は
前
嶋(

自
機
科
１
年)

と

吉
永(

自
機
科
３
年)

が
闘
い
に
挑
み
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
級
に
出
場
し

た
吉
永
は
級
友
や
本
校
職
員
、
地
元
の
大
歓
声
を
受
け
な
が
ら
順
当

に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
もR

S
C

勝
ち
を
収
め
見
事
に
優
勝
。
６
月

20

日
か
ら
行
わ
れ
る
九
州
総
体
、
８
月
に
行
わ
れ
る
全
国
総
体
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
各
大
会
に
お
い
て
も
闘
志
あ
ふ
れ
る
闘

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

吉
永
が
王
座
奪
還
！

県
高
校
総
体･
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

県
高
校
総
体･
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

宮古工業高校部活動通信 第３号 (2024年６月１９日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

ポジション・ピッチャー」の野球部

令和６年度令和６年度令和６年度

生
徒
会
も
活
躍

生
徒
会
も
運
営
に
携
わ
り
大

会
の
成
功
へ
協
力
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
種
目
も
健
闘

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

１
回
戦

対

那
覇
商
業

76

ー
31

２
回
戦

対

興
南

49

ー
55

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン(

男
子)

シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

伊
良
皆

対

玻
座
真(

八
商
工)

０
ー
２

石
川

対

花

城(

豊
見
城)

０
ー
２

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン(
女
子)

シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

奥
原

対

照

屋(
宜
野
湾)

０
ー
２

ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦

島
袋･

平
良

対

美
来
工
科

０
ー
２

・
柔
道

男
子
個
人
81

ｋ
ｇ
級

宮

城

対

○
照
屋(

沖
尚)

３
位
入
賞

男
子
個
人
１
０
０
ｋ
ｇ
超
級

伊
良
波

対

○
新
藤(

沖
尚)

３
位
入
賞

・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

男
子
個
人
55

ｋ
ｇ
級

與
那
覇

ト
ー
タ
ル  

１
２
８
ｋ
ｇ

４
位

男
子
個
人
89

ｋ
ｇ
級

鈴
木

ト
ー
タ
ル  

１
６
６
ｋ
ｇ

5

位

・
自
転
車

イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル･

ロ
ー
ド
レ
ー
ス

友
利

時
速
３
２
．
７
６
７
ｋ
ｍ

  

７
位

３
ｋ
ｍ
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

友
利

時
速
４
２
．
６
ｋ
ｍ

  

９
位

４
ｋ
ｍ
速
度
競
争
決
勝

友
利

  

5

位 (

九
州
大
会
出
場
権
獲
得)

・
陸
上

男
子
１
０
０
ｍ

高
江
洲

７
位

予
選
通
過
な
ら
ず

男
子
２
０
０
ｍ

高
江
洲

６
位

予
選
通
過
な
ら
ず

男
子
４
０
０
ｍ

高
江
洲

５
位

予
選
通
過
な
ら
ず

當

間

７
位

予
選
通
過
な
ら
ず

女
子
１
０
０
ｍ

狩

俣

７
位

予
選
通
過
な
ら
ず

女
子
走
り
幅
跳
び

狩

俣

15

位

予
選
通
過
な
ら
ず

波
平

雪
辱
を
果
た
す
３
位
入
賞

６
月
８
日
に
那
覇
工
業
高
校
を
会
場

に
行
わ
れ
た
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

旋
盤
部
門
。
１
年
生
の
頃
か
ら
出
場
し

続
け
、
最
終
学
年
の
集
大
成
と
し
て
挑

ん
だ
波
平(

自
機
科
３
年)

。
前
年
度
ま

で
は
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来

ず
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た
が
今
年
度

は
し
っ
か
り
と
仕
上
げ
、
結
果
は
３
位

入
賞
。
今
後
続
く
フ
ラ
イ
ス
盤
職
種
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
気
持
ち
を
新
た
に

し
た
。
校
訓
の
「
創
造
」
を
胸
に
も
の

づ
く
り
の
精
神
を
磨
い
て
下
さ
い
。

那覇商業戦第１Q



開
幕
！

開
幕
！

ア
ツ
い
夏

ア
ツ
い
夏

宮古工業高校部活動通信 第４号 (2024年６月28日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

<

ラ
イ
ブ
中
継
あ
り
ま
す>

現
地
へ
駆
け
つ
け
て
の
応
援
が

難
し
く
て
も
左
のQ

R

コ
ー
ド
を
読

み
取
り
ラ
イ
ブ
中
継
で
観
戦
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
声
援
で
野
球

部
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
後
押
し

し
て
あ
げ
て
下
さ
い
！

ポジション・ピッチャー」の野球部

106回目の106回目の106回目の沖
縄
県
高
等
学
校

野
球
選
手
権

梅
雨
も
明
け
た
６
月
22

日
、

球
児
た
ち
の
熱
い
夏
が
今
年
も

や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
８
月

に
阪
神
甲
子
園
球
場
を
舞
台
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
全
国

高
校
野
球
選
手
権
、
通
称
「
夏

の
甲
子
園
」
。
第
１
０
６
回
を

数
え
る
甲
子
園
へ
の
出
場
権
を

か
け
沖
縄
県
予
選
が
県
内
各
地

の
球
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

宮
古
工
業
高
校
は
宮
古
総
合

実
業
高
校
と
の
連
合
チ
ー
ム
で

６
月
22

日
に
ユ
ニ
オ
ン
で
す

か
ら
！
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
で

八
重
山
高
校
と
の
離
島
勢
対
決

に
挑
み
ま
し
た
。
結
果
は
劇
的

な
９
回
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
、
２
回

戦
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

昨
年
秋
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
大
会
出
場
を
果

た
し
た
両
校
で
す
が
、
今
夏
は

再
び
力
を
合
わ
せ
て
連
合
チ
ー

ム
と
し
て
の
出
場
。

２
回
戦
は
７
月
の
第
１
週
、

土
日
の
い
ず
れ
か(

６
月
30

日

の
沖
縄
カ
ト
リ
ッ
ク
ー
北
中
城

の
結
果
に
よ
り
決
定)

と
な
っ

て
い
ま
す
。

応
援
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
も
あ
る
の
で

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
声
援
で
選
手

を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
い
。

学校名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

八重山 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2

宮古工・
宮古総合実 2 0 0 0 0 0 0 0 1x 3

工
業
勢
、
攻
撃
で
躍
動
！

宮
古
総
合
実
業
高
校
３
年
、
エ
ー
ス

宮
里
は
プ
ロ
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
右
腕
。

そ
の
エ
ー
ス
を
援
護
し
見
事
勝
利
に
繋

げ
た
連
合
チ
ー
ム
。
初
回
に
は
平
良(

自

機
科
３
年)

が
先
制
得
点
へ
の
口
火
と
な

る
セ
ン
タ
ー
越
え
の
ツ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ

ト
、
続
く
砂
川
琉(

自
機
科
３
年)

も
セ
ン

タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
。
後
続
も
続
き
先
制
の

２
得
点
を
奪
う
こ
と
で
試
合
を
優
位
に

展
開
。

同
点
に
追
い
つ
か
れ
て
迎
え
た
最
終

回
は
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し
た

羽
地(

総
実)

を
根
間(

電
情
科
２
年)

が

し
っ
か
り
と
２
塁
へ
送
る
犠
牲
バ
ン
ト

を
決
め
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
役

割
を
果
た
し
た
。

平
良サ

ヨ
ナ
ラ
安
打

初
回
、
先
制
点
に

つ
な
が
る
ツ
ー
ベ
ー

ス
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た

平
良
。
最
終
回
と
な

る
９
回
裏
に
は
ワ
ン

ア
ウ
ト
ラ
ン
ナ
ー
１
．

３
塁
の
絶
好
の
場
面

で
打
席
へ
。
初
球
は

強
振
し
フ
ァ
ー
ル
と

な
る
が
続
く
２
球
目
、

捉
え
た
打
球
は
高
々

と
レ
フ
ト
方
向
へ
。

背
走
し
な
が
ら
の
捕

球
を
試
み
る
レ
フ
ト

だ
が
ボ
ー
ル
は
グ

ロ
ー
ブ
に
収
ま
ら
ず
。

劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
を
決
め
る
一
打
と

な
っ
た
。

バーチャル
高校野球
QRｺｰﾄﾞ

めざせ甲子園！
QRｺｰﾄﾞ



ベ
ス
ト
16

！

ベ
ス
ト
16

！

ア
ツ
い
夏
！

ア
ツ
い
夏
！

宮古工業高校部活動通信 第５号 (2024年７月１０日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

<

ラ
イ
ブ
中
継
あ
り
ま
す>

現
地
へ
駆
け
つ
け
て
の
応
援
が

難
し
く
て
も
左
のQ

R

コ
ー
ド
を
読

み
取
り
ラ
イ
ブ
中
継
で
観
戦
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
声
援
で
野
球

部
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
後
押
し

し
て
あ
げ
て
下
さ
い
！

まだまだ続くまだまだ続くまだまだ続く

沖
縄
県
高
等
学
校

野
球
選
手
権
２
回
戦

劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
か
ら

２
週
間
、
野
球
部
の
快
進
撃
が

続
い
て
い
ま
す
！

７
月
７
日
に
沖
縄
セ
ル
ラ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
２
回

戦
。
相
手
は
初
戦
を
コ
ー
ル
ド

勝
ち
、
打
線
好
調
で
勢
い
に
乗

る
北
中
城
高
校
。
そ
ん
な
北
中

城
高
校
の
お
株
を
奪
う
打
撃
力

で
打
ち
も
打
っ
た
り
15

安
打
。

守
っ
て
は
、
失
策
０
で
相
手
打

線
を
２
点
に
抑
え
、
７
ー
２
で

勝
利
し
３
回
戦
へ
と
駒
を
進
め

ま
し
た
。

初
回
、
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し
た

先
頭
打
者
の
池
間(

総
実)

を
２

番
平
良(

自
機
科
３
年)

が
す
か

さ
ず
送
り
バ
ン
ト
。
続
く
３
番

砂
川
琉(

自
機
科
３
年)

が
放
っ

た
打
球
は
ラ
イ
ト
前
へ
。
ホ
ー

ム
で
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ア
ウ
ト

だ
っ
た
も
の
の
、
相
手
捕
手
の

落
球
も
あ
り
ラ
ッ
キ
ー
な
形
で

先
制
点
。
さ
ら
に
ホ
ー
ム
へ
の

送
球
間
に
２
塁
へ
進
塁
し
て
い

た
砂
川
を
４
番
新
城(

総
実)

が

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
返
し
２

点
目
の
ホ
ー
ム
イ
ン
、
１
回
戦

同
様
有
利
な
展
開
に
。

そ
の
後
は
、
４
回
に
３
点
、

８
回
に
２
点
と
、
先
制
・
中
押

し
・
ダ
メ
押
し
で
常
に
ゲ
ー
ム

の
主
導
権
を
握
り
、
勝
利
を
も

の
に
し
ま
し
た
。

砂
川
、
今
大
会
初
登
板
！

１
回
戦
か
ら
２
回
戦
ま
で
の

間
隔
が
２
週
間
、
２
回
戦
を
勝

ち
上
が
り
次
戦
の
与
勝
高
校
戦

ま
で
の
間
隔
が
１
週
間
。

今
後
、
勝
ち
上
が
る
に
つ
れ

試
合
間
隔
が
短
く
な
っ
て
く
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。
投
手
の
起

用
方
法
や
疲
労
具
合
へ
の
考
慮

も
試
合
の
鍵
を
握
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
が
、
２
回
戦
で
は

最
終
の
９
回
に
砂
川
琉(

自
機

科
３
年)

が
マ
ウ
ン
ド
に
上
が

り
３
人
の
打
者
を
完
璧
に
抑
え

ま
し
た
。

チ
ー
ム
に
は
、
9

回
の
守

り
で
セ
カ
ン
ド
の
守
備
に
つ
い

た
友
利(

電
情
科
３
年)

も
下
手

投
げ
の
投
手
と
し
て
控
え
て
お

り
、
エ
ー
ス
の
宮
里(

総
実)

を

支
え
る
投
手
陣
と
し
て
力
を
合

わ
せ
て
次
戦
に
も
挑
ん
で
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

次
な
る
相
手
は

与
勝
高
校

ベ
ス
ト
８
入
り
を
懸

け
戦
う
次
戦
の
相
手
は

与
勝
高
校
に
決
定
し
ま

し
た
。
１
回
戦
を
コ
ー

ル
ド
勝
ち
、
２
回
戦
で

は
昨
年
の
県
大
会
で
ベ

ス
ト
４
入
り
を
し
て
い

る
宮
古
高
校
を
雨
天
に

よ
る
継
続
試
合
の
末
に

破
り
３
回
戦
進
出
を
決

め
ま
し
た
。

３
回
戦
は
７
月
13

日

(

土)

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
那
覇
に
お
い

て
第
３
試
合(

14

時
開

始
予
定)

と
な
っ
て
い

ま
す
。

ど
の
チ
ー
ム
が
相
手

で
も
１
．
２
回
戦
の
よ

う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
果
た
し
一
生
懸
命
に

輝
く
姿
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

バーチャル
高校野球
QRｺｰﾄﾞ

めざせ甲子園！
QRｺｰﾄﾞ
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宮古工・
宮古総実

2 0 0 3 0 0 0 2 0 7 15 0

北中城 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 8 1



総
力
戦
！

総
力
戦
！

ア
ツ
い
な
か
で
の

ア
ツ
い
な
か
で
の

宮古工業高校部活動通信 第６号 (2024年７月１７日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

よく頑張りました！よく頑張りました！よく頑張りました！

沖
縄
県
高
等
学
校

野
球
選
手
権
３
回
戦

連
日
熱
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

今
年
の
夏
、
７
月
13

日(
土)

に
宮
古

工
業
・
宮
古
総
実
の
連
合
チ
ー
ム
が

ベ
ス
ト
８
入
り
を
懸
け
て
与
勝
高
校

と
の
３
回
戦
に
挑
み
ま
し
た
。

序
盤
は
、
お
互
い
に
得
点
を
挙
げ

ら
れ
ず
に
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
０
が
並

び
ま
す
が
、
４
回
か
ら
試
合
が
動
き

始
め
ま
す
。
宮
古
工
業
・
宮
古
総
実

の
連
合
チ
ー
ム
の
攻
撃
で
４
番
新
城

(

総
実)

が
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
ツ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
、
次
打
者
宮

里(

総
実)

の
内
野
ゴ
ロ
で
相
手
の
守

備
の
乱
れ
も
あ
り
先
制
点
を
挙
げ
ま

す
。
さ
ら
に
、
送
り
バ
ン
ト
で
３
塁

ま
で
進
ん
だ
宮
里
が
内
野
ゴ
ロ
の
間

に
生
還
し
２
点
目
。
１
．
２
回
戦
同

様
先
制
点
を
挙
げ
勝
ち
パ
タ
ー
ン
へ

と
展
開
。

し
か
し
、
先
制
点
を
挙
げ
た
直
後

の
４
回
裏
、
エ
ー
ス
宮
里
に
ア
ク
シ

デ
ン
ト
。
１
死
ラ
ン
ナ
ー
を
１
．
２

塁
に
背
負
っ
た
と
こ
ろ
で
右
肘
を
痛

め
緊
急
降
板
。
宮
里
を
攻
め
あ
ぐ
ね

て
い
た
与
勝
高
校
は
一
気
呵
成
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
怒
濤
の
攻
撃
を
見
せ
、

宮
古
工
業
・
宮
古
総
実
の
連
合
チ
ー

ム
は
守
備
の
エ
ラ
ー
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
7

点
を
奪
わ
れ

逆
転
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

後
は
、
追
い
上
げ
を
見
せ
ま
す
が
試

合
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
が
出
来
ず

６
ー
10

で
ベ
ス
ト
８
進
出
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

過
去
16

年
で

最
高
成
績

県
高
野
連
の
記
録
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平

成
21

年
の
第
91

回
大
会

か
ら
今
大
会
ま
で
で
宮

古
工
業
単
独
、
宮
古
総

実
と
の
連
合
チ
ー
ム
と

し
て
の
出
場
を
含
め
夏

の
選
手
権
２
勝
は
過
去

16

年
間
で
最
高
成
績
で

す
。さ

ら
に
３
試
合
全
て

で
先
制
得
点
を
挙
げ
、

勝
利
し
た
１
．
２
回
戦

は
無
失
策
。
多
く
の
時

間
を
と
も
に
し
、
鍛
え

上
げ
た
技
術
や
精
神
力
、

チ
ー
ム
力
が
発
揮
さ
れ

た
大
会
と
な
っ
た
と

い
っ
て
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

選
手
、
監
督
、
声
援

を
送
っ
た
た
く
さ
ん
の

方
々
、
熱
い
中
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

３
年
生
全
員
が
出
場

昨
年
の
秋
季
大
会
は

お
互
い
に
単
独
チ
ー
ム

と
し
て
出
場
を
果
た
し

た
宮
古
工
業
と
宮
古
総

実
の
両
校
で
す
が
、
多

く
の
大
会
を
連
合
チ
ー

ム
と
し
て
出
場
し
、
結

束
力
は
他
の
単
独
チ
ー

ム
に
引
け
を
と
ら
な
い

ほ
ど
。

今
大
会
も
勝
ち
上
が

る
に
つ
れ
士
気
は
上
が

り
、
最
後
は
３
年
生
全

員
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立

ち
３
時
間
超
え
の
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
ま
さ
に

「
総
力
戦
」
と
い
っ
た

闘
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
活
動
や
次
な
る
目
標

に
向
け
て
熱
い
パ
ッ

シ
ョ
ン
を
胸
に
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

宮古工業
宮古総実

0 0 0 2 2 1 0 0 1 6 8 2

与勝 0 0 0 7 1 0 1 1 X 10 10 4



輝
け
！

輝
け
！

全
国
大
会
で

全
国
大
会
で

宮古工業高校部活動通信 第７号 (2024年８月１４日発行)

・
敬
愛

い
つ
で
も
人
を
敬
い
、
人
を
愛
し
、

親
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す

る
こ
と

・
自
主

自
分
自
身
の
意
志
や
力
で
、
判
断
、

行
動
し
実
行
す
る
こ
と

・
創
造

自
分
の
力
で
、
他
に
は
な
い
新
し
い

も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

校

訓

宮古工業生宮古工業生宮古工業生第
19

回
若
年
者

  

も
の
づ
く
り
競
技
大
会

８
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
、

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
お
い
て
第
19

回
若
年
者
も
の
づ
く
り
大
会
フ
ラ

イ
ス
盤
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
古
工
業
高
校
か
ら
、
波
平
拓
真

(

自
機
科
３
年)

が
出
場
を
果
た
し
、

全
国
各
地
か
ら
の
出
場
者
と
と
も

に
、
日
頃
磨
い
た
技
術
を
駆
使
し

て
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
入
賞
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
時
間
内
に
作
品
を

仕
上
げ
、
審
査
に
提
出
す
る
と
い

う
目
標
は
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

OB(自機科)の比嘉大吾さん(元世界王者)もVTRで紹介されました！

フ
ラ
イ
ス
盤
と
は
・
・
・

も
の
づ
く
り

競
技
大
会
と
は
・
・
・

若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

は
、
職
業
能
力
開
発
施
設
、
工
業

高
等
学
校
等
に
お
い
て
技
能
を
習

得
中
の
原
則
20

歳
以
下
の
企
業
等

に
就
職
し
て
い
な
い
若
年
者
に
対

し
て
技
能
レ
ベ
ル
を
競
う
場
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
若

年
者
に
目
標
を
付
与
し
、
技
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
就
業
促

進
を
図
り
、
併
せ
て
若
年
技
能
者

の
裾
野
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
17

年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。(

協
会H

P

よ
り)

フ
ラ
イ
ス
盤
競
技
に
は
、
高
校

を
卒
業
し
、
専
門
学
校
や
能
力
開

発
大
学
高
な
ど
に
通
う
競
技
者
を

含
め
23

名
で
競
わ
れ
磨
い
た
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ス
盤
は
、
も
の
づ
く

り
の
現
場
で
活
躍
す
る
重
要
な

工
作
機
械
で
す
。
フ
ラ
イ
ス
盤

に
よ
る
加
工
は
、
材
料
を
前

後
・
左
右
・
上
下
に
動
か
し
、

回
転
し
て
い
る
切
削
工
具
で
行

い
ま
す
。
フ
ラ
イ
ス
盤
は
金
属

の
「
平
面
加
工
」
「
溝
加
工
」

「
段
加
工
」
「
穴
加
工
」
な
ど

の
加
工
が
得
意
で
、
平
面
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
立
体
形
状
の

機
械
部
品
を
0.

01

㎜
単
位
の
精

度
で
加
工
し
ま
す
。
機
械
は
、

1

つ
の
部
品
だ
け
で
は
機
能
せ

ず
、
部
品
の
組
み
合
わ
せ
で
機

能
を
発
揮
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

組
み
合
わ
せ
る
部
品
ど
う
し
の

寸
法
精
度
が
と
て
も
重
要
と
な

り
ま
す
。

競
技
で
は
、
フ
ラ
イ
ス
盤
を

使
用
し
「
六
面
体(
長
方
体)

」

「
直
溝(

エ
ン
ド
ミ
ル
と
い
う
工

具
に
よ
る
切
削
加
工)

」
な
ど
で

構
成
さ
れ
た
課
題
を
競
技
時
間

内
に
作
製
し
、
各
部
品
の
寸
法

精
度
、
組
み
立
て
精
度
や
出
来

栄
え
を
競
う
競
技
。
競
技
課
題

は
事
前
に
公
表
さ
れ
る
た
め
、

選
手
は
あ
ら
か
じ
め
加
工
工
程

や
作
業
時
間
の
配
分
な
ど
を
検

討
し
、
必
要
と
な
る
切
削
工
具

や
測
定
器
具
、
作
業
工
具
を
準

備
し
競
技
に
臨
み
ま
す
。

（
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会H

P

よ
り
引
用
）

全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

「
駆
け
上
が
れ
夢
の
舞
台
へ 

燃
え
上
が
れ
若
人

の
魂
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
北
部
九
州
総
体

が
福
岡
県
を
中
心
に
行
わ
れ
、
各
競
技
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

夏
季
大
会
は
30

種
目
が
行
わ
れ
、
各
都
道
府

県
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
が
集
う

高
校
ス
ポ
ー
ツ
最
大
の
祭
典
に
宮
古
工
業
か
ら

は
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
ラ
イ
ト
級
に
吉
永
羚
将(

自

機
科
３
年)

が
出
場
し
ま
し
た
。

１
．
２
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
、
３
回
戦
で
惜

し
く
も
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
初
出
場

と
な
る
全
国
高
校
総
体
で
堂
々
の
ベ
ス
ト
16

入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

S
A

G
A

サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

S
A

G
A

ア
リ
ー
ナ

ラ
イ
ト
級
１
回
戦

○
吉
永 

５
ー
０ 

江
崎(

徳
島)

ラ
イ
ト
級
２
回
戦

○
吉
永 

４
ー
１
野
呂
田(

福
井)

ラ
イ
ト
級
３
回
戦

●
吉
永 R

S
C

 

天
井
澤(

新
潟)
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